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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 心エコー図法の導入以来，侵襲的検査を行なわない

で手術を施行する症例が増加している．著者は，心エ

コー }法の先天性心疾患の診断に対する応用におい

て，現時点における，その妥当性・診断精度・限界な

どを明らかにし，心エコー図法の将来における応用に

貢献することを目的として本研究を行なった．

 対象および方法

 当施設において1980年1月から1984年12月までの5

年間に入院し手術を施行した1，225例中，心臓カテーテ

ル検査・心臓血管造影検査を行なわずに手術を施行し

た142例を対象とした．全例に断層心エコー図を用いた

区分診断法を行ない，症例により，コントラストエコー

法，・パルスドブラ法を併用した．これらの症例につ

き，年次的推移．疾患別分類・診断精度・新生児乳児

期の重症先天性疾患の侵襲的検査の有無による比較・

年長児の先天性心疾患の非侵襲的診断法のみによる手

術の意義，を検討した．

 結果

 1．全手術門中12％が侵襲的検査なしに手術を施行

された．

 2．142例中5例（4％）が一部不完全診断であり，

いずれも，大動脈と肺動脈の異常交通，随伴肺静脈還

流異常に関する奇形であった．

 3．2ヵ月未満の全手術例中55％は，侵襲的検査なし

に手術が施行された．1980年には12％であったのが，

1983年76％，1984年70％と最近著明な増加を認め，そ

れに伴い，入院後24時間以内の手術例の頻度が増加し

た．診断精度は，侵襲的検査の有無による差を認めな

かった．また，非侵襲的検査例の方が，侵襲的検査例

に比し重症例が多かったが，手術死亡率には差を認め

ず，前者の方が，生存率の向上に貢献することが示さ

れた，

 4．1歳以上の侵襲的検査なしの手術例のほとんど

は，動脈管開存症・心房中隔欠損症であった．各々67％，

26％が侵襲的検査なしに手術を施行され，侵襲的検査

の有無による診断精度・手術成績には，差を認めなかっ

た．

 考察

 新生児・乳児期の重症先天性心疾患において，典型

的な例では，従来の非侵襲的検査法に加えて，心エコー

図により診断を確定し，より迅速かつ良好な全身状態

で手術を行ないうることが証明された．また，年長児

の動脈管開存症・心房中隔欠損症では，従来の非侵襲

的検査法により典型的で，心エコー図によって他に合

併奇形が存在しないと診断される症例では，侵襲的検

査は省略することが可能であることが確認された．

 結語

 心エコー図は，侵襲的検査法と互換相補性を有し，

先天性心疾患の迅速かつ正確な診断，更には手術成績

の向上に貢献するものである．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本研究は心エコー図法が心奇形診断上，侵襲的検査法と同等の互換相補性を有することを証明し，

幼若乳児心疾患診療成績の向上に貢献することを示した学術上価値大なるものである．
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